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第７回定例会
町政を問う！ 一般質問

本
町
は
、
か
つ
て
財

政
状
況
の
悪
化
か
ら

「
行
財
政
健
全
化
実
行
プ
ラ

ン
」
に
よ
り
、
集
中
と
選
択

に
よ
る
事
務
事
業
の
見
直
し

や
各
種
補
助
金
・
人
件
費
の

削
減
等
を
行
い
、
効
率
的
な

行
財
政
運
営
に
取
り
組
み
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め

な
が
ら
経
費
削
減
を
は
か
っ

て
き
た
歴
史
が
あ
る
が
、
今

後
の
更
な
る
少
子
高
齢
化
社

会
に
よ
る
社
会
保
障
経
費
や

40
年
以
上
経
過
し
た
公
共
施

設
な
ど
の
維
持
経
費
の
増

大
、
大
型
建
設
事
業
が
ひ
か

え
て
い
る
中
で
抜
本
的
に
事

務
事
業
の
見
直
し
を
図
る
べ

き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　

ま
た
、
人
件
費
や
公
債
費

現
在
は
、
総

合
計
画
の
目

標
達
成
に
向
け
て
、
健
全
な
財

政
運
営
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
令
和
６
年
度
に

お
い
て
人
件
費
は
当
初
予
算

比
で
約
６
５
０
０
万
円
の
増
、

物
件
費
は
令
和
５
年
度
決
算

比
で
約
３
３
５
０
万
円
、
維

持
補
修
費
で
約
７
５
０
万
円

の
増
、
令
和
７
年
度
は
更
に
、

物
件
費
で
約
２
７
５
０
万
円
、

維
持
補
修
費
で
約
６
２
０
万

円
程
度
の
増
に
な
る
と
推
計

し
て
い
る
。

　

今
後
予
定
さ
れ
る
体
育
館

の
建
設
事
業
に
お
い
て
は
、

令
和
５
年
３
月
の
基
本
設
計

で
は
23
億
９
千
万
円
で
あ
っ

た
が
、
現
在
で
は
約
27
億
円

と
な
る
見
通
し
で
あ
る
。

町
長

問

事務事業の見直しについて
財政状況の悪化を二度と招かないよう、
行財政運営に努めてまいりたい

町長

等
、
誰
が
町
長
を
や
っ
た
と

し
て
も
増
加
す
る
経
費
が
あ

る
と
思
う
が
、
そ
れ
ら
の
試

算
は
で
き
て
い
る
か
。

　

人
口
減
少
が
進
む
中
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
、今
後
、

ど
の
よ
う
な
行
財
政
運
営
を

考
え
て
い
る
か
伺
う
。

西山 輝和　議員

　

特
別
職
に
お
い
て

は
、
平
成
17
年
を

最
後
に
改
定
し
て
お
ら
ず
、

管
内
の
他
の
町
村
と
比
較
し

て
も
下
位
に
あ
る
。

　

町
長
自
身
は
、
報
酬
を
抑

え
一
生
懸
命
働
く
こ
と
で
評

価
が
上
が
る
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
れ
に
伴
い
他
の
特
別
職
等

に
お
い
て
も
改
定
し
に
く
い

状
況
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

同
程
度
の
自
治
体
を
参
考

に
し
な
が
ら
人
口
規
模
に
よ

っ
て
報
酬
を
見
直
す
べ
き
と

思
う
が
、
町
長
の
考
え
や
実

現
の
可
能
性
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
等
に
つ
い
て
伺
う
。

　

町
長
の
意
志
で
、
報
酬
の

上
げ
下
げ
を
決
め
る
の
で
は
な

く
、
ル
ー
ル
を
つ
く
っ
て
定
期

的
に
見
直
す
の
が
健
全
で
あ

る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

問

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

を
意
識
し
な
が
ら
、
子
育
て

支
援
や
教
育
振
興
、
清
水
町

の
魅
力
発
信
等
に
取
り
組
ん

で
き
た
が
、
時
代
に
あ
わ
せ

て
事
務
事
業
や
機
構
な
ど
行

政
の
在
り
方
も
見
直
す
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

新
年
度
は
、
第
６
期
総
合

計
画
の
後
期
５
か
年
計
画
を

お
示
し
し
、
過
去
に
経
験
し

た
財
政
状
況
の
悪
化
を
二
度

と
招
か
な
い
よ
う
、
行
財
政

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　

特
別
職
等
の

報
酬
に
つ
い

て
は
、
平
成
14
年
に
「
行
財

政
改
革
推
進
計
画
」
を
策
定

し
、
当
時
の
財
政
状
況
等
を

勘
案
し
て
改
定
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
特
別
職
に
お
い
て

町
長

は
平
成
17
年
度
か
ら
現
在
ま

で
、
議
員
に
お
い
て
は
平
成

20
年
度
か
ら
現
在
ま
で
報
酬

の
引
き
上
げ
は
行
っ
て
い
な

い
の
で
、
本
町
の
報
酬
水
準

は
管
内
の
町
村
に
お
い
て
下

位
に
位
置
し
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　

特
別
職
等
の
報
酬
に
つ
い

て
は
、
清
水
町
特
別
職
報
酬

等
審
議
会
へ
諮
問
し
、
そ
の

職
責
や
地
域
の
経
済
情
勢
、

職
員
の
給
与
改
定
並
び
に
近

隣
町
村
の
状
況
等
を
参
考
に

答
申
が
な
さ
れ
る
仕
組
み
で

あ
り
、
適
切
な
時
期
に
特
別

職
報
酬
等
審
議
会
に
お
い
て

意
見
を
い
た
だ
く
機
会
を
持

つ
こ
と
は
必
要
と
思
う
が
、

私
と
し
て
は
現
時
点
に
お
い

て
報
酬
の
引
き
上
げ
に
つ
い

て
は
考
え
て
い
な
い
。
し
か

し
、
時
代
に
あ
わ
せ
て
様
々

な
こ
と
を
見
直
し
て
い
く
時

期
に
き
て
い
る
の
も
事
実
で

あ
る
の
で
、
皆
さ
ま
方
の
意

見
を
頂
戴
し
な
が
ら
今
後
ど

の
よ
う
な
形
が
本
町
に
と
っ

て
適
当
な
の
か
を
考
え
て
い

き
た
い
。

特別職の報酬改定に
ついて

報酬の引き上げについては
考えていない

町長
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タクシー券の利用事業者拡
大の考えについて問う

町
で
は
、
高
齢
者

等
に
タ
ク
シ
ー
乗

車
券
助
成
事
業
を
実
施
し
て

い
る
が
、
必
要
な
時
に
タ
ク

シ
ー
が
来
て
く
れ
な
い
、
買

物
銀
行
バ
ス
も
前
日
予
約
で

そ
れ
以
外
は
利
用
で
き
ず
に

不
便
と
の
声
を
聞
く
。
町
民

が
必
要
な
時
に
速
や
か
に

タ
ク
シ
ー
を
利
用
出
来
る
よ

う
、
町
外
事
業
者
も
タ
ク
シ

ー
券
を
使
え
る
よ
う
対
応
で

き
な
い
か
。
ま
た
、
利
用
制

限
の
あ
る
買
物
銀
行
バ
ス
や

町
外
へ
の
部
活
バ
ス
も
、
町

内
タ
ク
シ
ー
事
業
者
へ
一
括

委
託
す
れ
ば
諸
課
題
は
改
善

さ
れ
る
と
思
う
が
、
そ
れ
に

つ
い
て
問
う
。

問

平
日
の
午
前

９
時
前
後
と

午
後
４
時
前
後
は
、
保
育
所

の
タ
ク
シ
ー
送
迎
等
で
運
転

手
が
い
な
く
な
る
場
合
が
あ

る
が
、
30
分
か
ら
１
時
間
待

っ
て
も
ら
え
れ
ば
来
て
く
れ

る
。
急
病
の
場
合
は
救
急
車

を
呼
ぶ
こ
と
も
選
択
肢
と
し

て
必
要
。
全
国
的
に
タ
ク
シ

ー
不
足
と
事
業
者
営
業
区
域

の
規
制
も
あ
り
、
町
外
事
業

者
の
助
成
券
利
用
を
可
能
と

す
る
こ
と
が
、
混
雑
時
の
解

消
に
は
つ
な
が
ら
な
い
こ
と

か
ら
そ
の
考
え
は
な
い
。

町
長

混雑時の解消にはつながらないことから、
町外事業者の助成券利用を可能とする考
えはない

町長

第７回定例会
町政を問う！ 一般質問

川上　 均　議員

投票所の再編及び投票
困難者への投票車導入
について問う

他市町村の取り組み状況
をみながら検討していく

町長

車
社
会
の
発
達
と

少
子
高
齢
化
な
ど

時
代
の
流
れ
の
中
で
、
有
権

者
数
の
減
少
や
期
日
前
投
票

の
定
着
、
そ
し
て
投
票
立
会

人
の
確
保
な
ど
か
ら
、
今
後

投
票
所
の
再
編
が
必
要
と
思

わ
れ
る
。
一
方
で
、
自
力
で

の
移
動
が
困
難
で
、
公
共
交

通
機
関
の
利
用
が
難
し
い
人

が
今
後
増
え
て
い
く
こ
れ
ら

の
課
題
に
ど
う
対
処
す
る
か

問
う
。

（
１
）
現
在
あ
る
14
投
票
所

の
再
編

（
２
）
投
票
困
難
者
が
自
宅

前
で
投
票
で
き
る
移
動
期
日

前
投
票
車
の
導
入

問

投
票
所
の
再

編
は
地
域
の

理
解
も
必
要
で
、
今
後
は
長

期
的
に
見
た
投
票
所
の
在
り

方
を
含
め
て
検
討
し
て
い

く
。
移
動
期
日
前
投
票
車
の

導
入
は
、
立
会
人
や
事
務
従

事
者
の
確
保
も
必
要
と
な

り
、
他
の
部
署
の
協
力
も
な

い
と
実
施
は
困
難
と
考
え

る
。
引
き
続
き
他
市
町
村
の

町
長

新体育館建設に向けた検討状況と
財源内訳について考えを問う

現在の建設計画は見直していくため、
大規模改修については考えていない

町長

新
体
育
館
建
設
は

前
回
の
質
問
で
、
町

長
は
も
う
一
度
立
ち
止
ま
っ

て
考
え
、
令
和
６
年
度
に
向

け
て
皆
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
進
め
て
い
く
と
答
弁
が
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、
新
年
度
に

向
け
た
考
え
を
問
う
。

問

町
民
意
見
聴

取
は
、
ま
ち

づ
く
り
懇
談
会
、
町
内
各

団
体
、
各
地
域
か
ら
多
く

の
意
見
を
も
ら
っ
て
い
る
。

財
源
内
訳
は
、
事
業
費
が

現
在
27
億
円
と
な
る
見
通

し
で
、
過
疎
対
策
事
業
債

11
億
３
千
万
円
、
学
校
施
設

改
善
交
付
金
１
億
６
千
万

円
、
自
主
財
源
14
億
円
以
上

が
必
要
。
起
債
と
交
付
金
は

国
や
道
の
予
算
に
左
右
さ
れ

る
た
め
予
断
で
き
な
い
状
況

に
あ
る
。
現
在
の
新
体
育
館

建
設
計
画
は
大
き
く
見
直
し

て
い
く
た
め
、
現
体
育
館
と

農
業
研
修
会
館
の
大
規
模
改

修
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な

い
。

取
り
組
み
状
況
を
見
な
が

ら
、
投
票
所
の
再
編
と
合
わ

せ
て
検
討
し
て
い
く
。

（
１
）
町
民
意
見
を
ど
の
よ

う
に
聞
い
て
ど
う
検
討
し
ど

う
判
断
し
た
か

（
２
）
建
設
費
高
騰
の
中
で

具
体
的
な
財
源
内
訳
と
町
財

政
へ
の
影
響

（
３
）
現
体
育
館
と
農
業
研

修
会
館
を
大
規
模
改
修
し
活

用
す
る
考
え

町
長
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鈴木 孝寿　議員

これまでの議会における提案の
状況について

高
齢
者
等
の
エ
ア

コ
ン
設
置
・
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
・
補
聴
器

購
入
そ
れ
ぞ
れ
の
補
助
に
つ

い
て
議
会
内
で
質
問
を
し
て

き
た
が
、
現
在
の
制
度
化
に

向
け
た
進
捗
状
況
を
伺
う
。

併
せ
て
、
合
同
墓
の
設
置
の

考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

エ
ア
コ
ン
設

置
及
び
帯
状

疱
疹
ワ
ク
チ
ン
・
補
聴
器
購

入
の
そ
れ
ぞ
れ
の
補
助
に
つ

い
て
は
管
内
自
治
体
の
動
向

等
を
精
査
し
て
検
討
を
続
け

た
い
。
ま
た
、
合
同
墓
に
つ

い
て
も
検
討
・
研
究
を
し
た

い
。 町

長

管内自治体の動向等を精査して
検討を続けたい

町長

渋沢栄一翁の事業に関
する考え方について

各自治体等と連携して
交流を進めたい

町長

各事業者撤退による今後のまち
づくりの考え方について

人口の減少率から見ると、清水町は
頑張っていると自負している

問

町長

事
業
化
に
向
け
た

制
度
設
計
等
も
し

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

今
は
検
討
し

て
い
る
と
い

う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

町
長

問
埼
玉
県
深
谷
市
や

東
京
観
光
を
含
め

た
町
民
ツ
ア
ー
も
本
年
実
施

し
た
が
、
今
後
の
事
業
展
開

を
お
聞
き
す
る
。
ま
た
、
任

期
８
年
に
渡
り
渋
沢
栄
一
翁

事
業
に
費
や
し
た
金
額
に
つ

い
て
伺
う
。

問

渋
沢
栄
一
翁

に
関
わ
る
事

業
と
し
て
は
、
埼
玉
県
深
谷

市
・
東
京
都
北
区
を
は
じ
め
、

関
係
す
る
各
自
治
体
等
と
連

携
し
て
交
流
を
進
め
た
い
。

ま
た
、
こ
れ
ら
事
業
に
関
わ

る
金
額
は
１
０
０
０
万
程
度

と
確
認
し
て
い
る
。

町
長実

施
す
る
時
期
は

渋
沢
栄
一
翁
の
命

日
を
基
本
と
し
て
い
る
が
、

わ
ざ
わ
ざ
行
く
よ
り
、
熊
牛

の
地
に
お
い
て
実
施
す
る
方

法
も
あ
る
。
事
業
の
組
立
に

つ
い
て
再
検
討
が
必
要
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
金
額
の
中

に
は
出
張
旅
費
が
入
っ
て
い

な
い
。
ま
た
、
外
郭
団
体
の

出
張
旅
費
や
事
業
費
は
含
ま

れ
て
い
な
い
。
現
実
的
に
は

倍
で
は
済
ま
な
い
金
額
だ
と

指
摘
す
る
。

問

今
後
事
業
を

考
え
る
際
の

参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。 町

長

２
銀
行
・
２
ス
ー
パ

ー
・
１
病
院
の
撤

退
・
廃
業
が
あ
り
他
町
村
と

比
べ
て
も
残
念
な
結
果
が
多

い
。
町
民
生
活
が
苦
し
く
な

る
状
況
が
目
立
つ
。
時
代
が

悪
い
の
か
、
そ
れ
と
も
町
政

の
考
え
方
が
現
状
に
マ
ッ
チ

し
な
い
の
か
、考
え
を
伺
う
。

問

人
口
の
減
少

率
か
ら
見
る

と
、
清
水
町
は
頑
張
っ
て
い

る
と
自
負
し
て
い
る
。
総
合

計
画
の
予
想
数
値
よ
り
は
人

口
が
下
が
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
が
、
近
隣
の
新
得
町
・
鹿

追
町
と
比
較
し
て
も
、
減
少

率
は
悪
い
方
で
は
な
い
。

町
長


